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1] I ;,J1( J fi/il引l｝えJ,，己if,:二:ri l、さ ,j）めに 1':il I tc lit fl) 
セ民t¥rl1. tご人・：・ J;, ' fこぺ ご（！ I - 1'. ( t’ Jう、l！しI）品／iJて
d交＇.、＇／，内（ 1品lj,1 j, 
( J （）ゴi:,I、 I'ji{i!で1,(:1 j）将ILし1/,J1 ( Iり：！7'1y、 J;.t () 
Ji/(J 己｜山 l二 l~l ↑ふ／［i,l\.\lj{i!f吃でふふ！？’m11J1 iむトJハi’i
,itドflリゴ，1:r:入 1，前；11:1日JU( IリιH'jI, ri'tiポパi•!ff\!, 
,'>TiW'.ft.l 「｜什，srl)’.＇iiこと〈（ド士見主計：レぷ二 L
てふり‘個別研究にル ＇： ） こいえit，い fj1,(I iJ{} 
{1 i司だ地点在i：もと，｝く：ヲー’f主；f仁資料f-，：－駆使し亡
に＇）完，；正 IYJ:;Jtri 1と才コ二！こ 1ことで、 i iつ1.:(J'本 ；：）t：内
γi'd Ej了Li史的↑'I目を J:Ci,:1L Wl:':l也ti:会内fJl夫、 L ／三
/J; ＇こ， i I :,j,J，甘い！ Li'H1自民政策の早々ゲ！と L、う ι
／）合川，＼1),: ,!i t ,/・ ＇： 二，＇，川しい 1ii'ドw>t二ぷ［／て
, ＇·）、わ• /: , ,I Iこし＇ ＇、 ，I;.¥:t'，かf点、／＼勺 f
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11z;hnn111 '11＇にふると F;jJぐいる（＇） i t、口、！：び）











なノ、：， 1. ,} ）山手干I！的存t;f;Jの実現！(if2, これが，
矢Iす)J｝のN(J V:±Hi liJf ＇＂＼＇.の特慢であり、それゆえに，
かれ／；，戦前ij役rJ1合とおしてファシズムのl.fまに抗し
1~11 工｛，； f壬ではあ＇ Itとι
［か iノながら，［ri]r［お：， 矢l村！五（の学間と生j圧を




ト／仁＜， NF続！っ J ；けたとし、うことで，t，，九うれこ
1／）ごた l上、 11r1nrτ 代にはい ＇） てf），後， rEI確には
r ;,l¥j(JHl:Jh'.If 1に1!4る長－mの＂命丈執筆以後，か lt
が，1,[1t]li¥jQ:l fこtr1.て：p,! ）めど二L ---" ケf仁アデロー




さ九：－，' ，~·；，~；橋事ft 1 qi ；，面戦争1円安｛，の年， 1937
午：： JIUJ, /1j1央公品1誌！；トニ i支那問題び）m
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なぜなんラヵ、とみるべきであんう。,;,1 ・c ，、fこ，ど；eh:tしめた「［1.京（＞1J'!Lt1.,:,i川 7:piJJ), l,i'I-
こうもし、〉てし、fこかんて（J.1H1'1i,fG,iril＞とにむし、一亡、(1,u7q'.111 IJ lの品行；こj1主位しに 十J Mini；、.1' 1 
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-,'iJ'l"i:i'(Lg、t,i[ltl£,羊.＇）＇ ni1士i引く c;>j > (I）亡ふくら f
,Ji Jパ、／二ん＇.－，＇ i 1tl[I4jlj i＞忍1i哉j 1/）方訟をめくふ重！た
/.i:lttl議がJ占；i.ftとしてをさ起こサfここどは，そのこ
とを：物，f'・Pてヤ上う n 大上末広，中両J)J，尼崎秀
jとf，が筆陣｛＇.は yfこ： q, 1rJ統一化論争jがそれであ
J ／.三o リ 7'1:.-;lL f二けに‘ li¥J題（1,H/i民政策＇＇；：： c(i－とし
Hキ；び）It！同研究行3かけと Lて、その｛｛，1, J;, ¥ i亡」もごしり、た桝
I i本J,1!]1'を；：＇，＇
；二←i'f日 I／・ふ jgUl'lr(t'-J:1立；有を •Jrt\{ 1 1 ・ .:,i¥, 
瓦部を：•＇，＇／；、;.t ！長く｛引に（＇＿）え Lづ、
lか1.1v, l・f .:!< 
{ i ,: •!,,I 主｛ト；えが，），店 II依 i 二 JilJ空 ！； ,:, 1L 'fr;,/' /1 



















と以外にけありnパL',J f、8'/JlJi t Jこてわ；）‘
こ山ような提弓4 企なさしめ／二えの矢内！日l企ししここにじ‘ lj1[1jを統寸で朕＼tl'iミとし、必日比せjl 
山；ょfr,fごあるのか， L、，，、ん、えれば、かれを Lてq,二，／Ji 1j’iC (') 1¥ ・Jと政t /:. :J /;:()ii）二と c'J必弁l<'l守
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( il'1 : 長干：.＇J＇，「矢内 1.j（＇』1/'ci)'i'l':J ,i .'/, ',I I （『児，＇， 1¥il
I 9621f. :l !] )J）参照。
( il：ニ 21 矢jl.J'i •.1 •fif I I J ，.＇及 ti(J1＇.は後一 IT¥ j人jJtf' .' 
t,f/ '!~ tf：』 c11 Yt '/: ,l' ,fW，の （）＇） l、， -! I t 1 t(l: LJ' '! 
甘.I ＇』！日） 41『；V
( i＝ニ；t! 『 •I• リょ；.; fl命』 1日；17,r,2 U。二 川崎主iL ,. , 
t,' 欠内原点封i Ji'WI斗こ主主主研究』（i’！ I ,If-院li 194吋
：｜）に恥 jI. f!l ；，可 『令： lj I ~古 4 ，，，に』'1uτれー
〈υ。
｛山 4) 『悶家 [fl想』 i;,q，ハi司lI j, • 『＇，：ヰ；』 T
1討をに』；，（制されていら。
(i1二：， ) ｜欠l人j1，；：’1' . /'i I ，『全集』 '.',~2Y:/i) ：・ 1る人
,  n;航たを／l'I', jご，) : • i叶：17'1'I二行 2I, ' .c〕リ，Hq
家山県知Jd〕発然が'li'flJJ,2JJには『；（ir:i~. t義｜、，，
f、湾』， 『川洲r.nr，｛』が「I'f 'i; f将届IJ• ド .Hd~i ¥z1 
<'., 0 九t;1ムlご， 1水可tI: ): ＜＇.，「 1f.i）；け＜！，乞絞」泊、：l71/'-12
IJ _iljJ/,1 p剥lご う 1,<,J-~－文体JI L; '・ J ( '・ ; ゆみi仏
i「行政！作 1fl T ,・.-t, Y」υ）戸明）か：＼811l J J ' .P，ろの
(i' Ii ) こ） して I,•11 IEi '(;¥I ( l, If',! - -jp J,' l•':c>, ,o 
あ＇ / I jで l I' • 山東lI ／＇ιd ' ",(i，釘‘
払， 1二ことにil: 1-Jお必吸かあ.－， ., ＂日本 J＇崎Ui'•J.• 乍
kit l I •7, ,}.) 1, ＇ろ 1'1 Ji•,',. ノけ汁｛： 、川lli,









Ci' 7) r 1 円H:Jcイヒ，aiu・1，」に ＇） ，、ご lt, trUZ, t 
' ＇：く州 li' i lねまま に／，－ flfでし、fこ f ・r l、f＇此人ノ7/11. 
il 1 ;!,' fでf'r引の鬼1.・ ／，・.なき Ji，『iaトii沈 ＇i仁i
n命ノ（t資料集』 （プジア経済研究所 1971 ｛［＇.）とし二
(;I，守的「， Iある ／： t、ぞの｛iドi1じがあ＼ ( 1かI ' / ！っ，的
る。
I いわゆる「支那問題」への動閑
矢内原の日記をみると， 1937年（RT1干fl2年） l J1

































( l山6｛ド12月〕 CiE4 lにおいて，よりいっそう裏づけ










































‘てなL、， 叫に抗Il d】店、）の名目のもと， .k-l"1妥協
政策に終始していたl斗民政府が，一転して， XrI 
硬化・ 1,:；姿勢に砂 J Pた結果，日中間のすぺての交
捗が打ち切られ（住6〕日本政府はなすすべもないま
上：・.，不出Ii引いJ支強行論_j iJ・前面仁川、 1rp !VI 
係lt＇：廷に ‘触民J発の事態に凶：i而Lてし、た（））であ
ふ I /J:tl 'J示lJI で失fl•',), t乙広岡内閣の退陣け



























;fioitln~HI (I川 7ifl凡）（汁 Rl !i：汚かY」：， 在：HP仁
かったのも，ご ωゆえにであった。い‘E，「支那tAJ
題の所在j執築にいたるまでの，かれの中国関係
論文を 整 理 し て み る と，つぎのようなものになる。
I f-l支親苦手のi余J(19均年引l)
i支捌i貨幣改革問題J( I !l:lfi (J'. 1 J J ) 






( i ニ1) 『令：骨r』 与（＼28(!:' 728～7:l lベーージ。
(i' 2) ｜尚洲新j.tiJ＇事；，，命」（ 19:12112J）『令：耳、』 (!¥ 
2 {~ 612' ・ ；，以J;J) J・t.¥ j,l}o 
たれ，うえ｜人l原 ，｝） 「（1埼洲川！相」関係f論文IJ,19:J2年夏J)
i1!1ijJI旅行れ I；＼正月U.Lて士とめられた『満洲問題』（1934
fド1J）ヰ：： iじめ I：して， 1,:t'ftlで14篇v＞，治文があり，
ニ，i！うち，主主謀本部fl）υベンアレット「新満3ふ／）1/ J( 
此1:fiJを｜徐いては，すヘー；『全年』約 2'fr÷；上 rf:1 s 
迭に収録フれている。
Cit' :l ）こ Jl l土］9:l6｛ドl1 J14111;l, pJ1 Il －~を； 11) hり
YWCA E溝4市；E.t;こなわれん E蒋i¥であり，日，11関j,j¥JJ
危機的状況を .~r え， I リス lお止して f,fをt,・fペーか
に〆パ、て：I）態度主 l；九るなかでヲ II 本，／）対 •Y,'§1{1:fi 小痛烈
に批判し f二／；＇りである（『全司、』 第18：＇.き〉。
mニ4) 『全集』 第18冶 596～597ぺ F ジ。この論
文か，きわめて，；itL、危機江，：改をもって山かれたことは，











rn=s) ＊妥遠事ftlモit、19:l6年1J] ! ,11 , ル苦の関
時lJ事泊、J争中央l)j旨；I；を無視して，内咲の徳；E軍を前面





'・ , t:'->-,J ,H, 1：めに北方諸将領 （｝j支持をもかちと
，！ 王L、jdl ,:l、乙。
(;1, 6) 級返事/!l'U！品1i栄， 1936年 9月以来，九時，1
引 IfA fr川 I凶止 r，ヰ民政府代友張群と ωあいだに調整が
れことよわれて L、たi対京交渉(.j:tr切］「〉れ， 日中関係lよ必





L ,; -C J,i：・り， I支交渉中この緩遠問題が起ったことは
,41,;, 点~ I, i I' Ii してし、るところである。緩東Jl＇.軍白fに
,:JI.てはlfi'lJ包iし：全にこれを絶滅すべきであって何等こ
れに対して考l長fる余地はない」（『制 I新聞』昭和11
"I 1 J 21 IJ付記・軒に上る〕
























政権である ι 1'i ji;~ 1＇.し て， 1本がこjL L 
丸j：ふり／）｛日1J:・ ,'r.-, ・こ公／！J，、・jJ 、き二止を・!Jt,;I. f二1,
に）でまハ.，たこど i土、 よてに述J ごjこ，J.:vわけでr：勺主。
そして、 二（ii｛；』 ' j /,. ' 二川i！；＇，よい二 J;L、ご、 fM,¥l,(J'.J
i；、ゥJI:~1\ ／ょ l;しYJで,_t;，つに二ともと：ご.ヒ＼;I1 4,!, 
' 長，d 降一円 ' ‘、－，ヲご ～υ白j • ) j日
寸E • －〕
と司、う υ）i , •Lj 1寺J>Id民政府；ま，り！が政d,n"J
にき忘 1て ！~ 中1J（：主 l/r (r,J；本tH佐 JU?ilして，，、！三 ど；れ
え，＼ L、；こして，；， ' J出}jHili日JI 2）~＼ヅJ, J、L t，仁ぐ， tノ
;i;¥jJdし，；（存介-1i；二 kるi1J'i（：とほれf~TIι；ょ， iii f .Iん
キ；（Jヲi'~ ,'IX:」！JI : ，，、たよl• i）であふり ；王、 ft.法的トー
も司 itfr1nt叫しl(I）文J';jとい〕 l,l号;J;Lん｝て喝 i’I＞＇王伝
Ji Iぷ：？／：しII fj1 ：；乞 J之出仕しめぐ t,し、，f・ーυ こび）二どい
l9'.-l5年l1 J j , 1 ¥ ,.1 7,人リ－ －，・ 1I ・1, ,/) l三（こ心；：，
1~\'? H]IJL''.c . 'fんl,•; l、ラ さ.！ ,:,/1 CζJ、一点、iこ口止ユ}JI_ ;- -
とによ., Ci, ;iγJ けん1，ふことーである。 1! r¥ti1 i"-1 0 
／］、 十ぐ i 二：：＇じ Jζ 三 I~！点＼j／.の似i主進攻 tiえに L・c, 
そjLヒで、 7つ二1%ケ，｝，：ヤとして之-tI i語、！品企ふJl :
L、f二［1H1.:;:Hc引が， 如、して，け flIi町I: 抗 Ii山u:
3：うiこじiることた1ござ／二 j)も、に（ I_ v) ! , tよJ[:l.(if，・
経済面iで山 J,t'il:左／；・： t•, -, /.・/J、「pであん.－， ., /.,: ・IL' /.1 i, 
品店主事H二にふ／二ノごい！F.＇：＼＇，よ点必（｝ブ ）c'>Cfi:1;、を,f1)Jtし
f:：長、奇的i二丸i'. < /_ ＇・、／；＿ z:J-.愛 j邑与？をと；. LJ~ーしI) it, jJ,j 
民政府がこ山1/r.日
v、た三止を；百lj.}2t-；う己、「、であるむ し／こが－ ' Cラ、＇i
［守；n[;,1民μc1z.:R'.f.1:'しては．共産党，＇） I/¥J起だけがよけ〈
の難題ぐん ）tご川てあり、 三L以外l二、その＼k拡








うi二十 J / 1三ことは、 1:L '. ・〆りである。すなわ九司
i :今一介イi,; ）代女一1-.:~, Jti ）；（政1{'.fi土近代的武器と，JO);
山， 11 央·，~，＇ i戸、 正部近代資本七義山中wよて；：，y.折，UH
Iり:I)支t!，＇：山 i：γ、次第に支Hj¥[i，＼家山q1央政l(f/ ・ 
ふ’！：：）1~JHiH L必;Iiゐ十山一：：－,v川 .' ' ti七山F,)JFえ




もて［ 亡， 二う i主，二たあ土、矢ドミJJl(f上西安王fltlニぴ｝
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造をみjL (.t，よく ;j）か今、Lとであろう o lrk:初にあ
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れを契慌にと主起こったri：川統一化論守ト iit, ，た
にこの；，＇i.にん＇'iいっていたと Lえるのでいふ ！(l 2 )0 
よとの意l珠で、矢内店｛は，南京政府の発肢をi幽f/;L, 
これによる中間の統・化出資本主義化にi助度山男1
1寺をかけ） y之とし、えと与 V, C-Iよなかろ 7ノド〈 Eさ史
U:，矢卜i、lu;,: /J. ！哲！待L，沿 Lつ庁i求Lた｝1(,Jとit，異
IJ'. ，たコースをと取ったからである。
しかし、 竺れが矢内胤の、あるレは限界マA勺 J
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